
東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

観光振興は、継続することが最も重要であると考えます。
また、潜在的な自然・施設等を内外にＰＲすることが必要不可欠と考えますので、新たなルート開発等に積極的に取り組んで下さい。

二次評価者 産業創出課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

観光情報の発信、問い合わせ対応等により、市内の観光地を積極的にＰＲし、観光客誘致を行い、交流人口を拡大させることにより、地域経済の
活性化を図る必要があります。

有効性 本市の観光・物産のＰＲをすることにより、本市に興味関心を持ち訪れる人が多くなることは、地域活性化につながる大切な事業です。

達成度
市内の個々の観光施設は、市内外や県外からも多くの方が訪れるようになってきてはいるが、根本的な問題として、｢東温市｣の認知度ＵＰが急務
となっています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,687 3,607 3,654
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一次評価者 商工観光係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

新たな観光ルートの開発に取り組み、愛媛大学、市観光物産協会、市商工会、さらに地域の方々と連携して、これに取り組み、「まちづくり型観
光」という新たな東温市オリジナルの観光モデルをコンセプトにガイドマップを作成することができました。
これをベースに、周知活動、モニターツアーなどに取り組む必要があります。

効率性 松山市、砥部町との広域観光連携により、効果的に事業を行っています。

改　革
計　画

市観光物産協会と連携し、作成したガイドブックを基に、魅力あるモニターツアーを提供し、本市のＰＲに努めます。また、広域観光連携推進協議
会の事業を充実させ、観光客の誘致に積極的に取り組みます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 122 20 42

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.496 2,995 0.496 3,000 0.496 3,023

臨時職員工数・経費 0.313 570 0.313 587 0.313 589

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 122 20 42

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 商工

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

120 200

114 110

坊っちゃん劇場入場者数 入場者数 人
100,000 100,000 100,000 100,000

79,974 84,747

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

観光入込み客数 観光客増加度 千人
1,240 1,240 1,240 1,300

1,221 1,138

市観光物産協会会員数 観光物産協会会員数 人
120 120

公的関与

089-964-4414 メールアドレス sangyososyutsu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）観光振興体制の確立

事業区分

事業の対象 市内外の観光客 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 ５ 観光・レクリエーションの振興

012 2002 事務事業名 観光振興事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
市の観光・物産の情報発信、情報収集、更にお問い合
わせ等への対応を行い、交流人口の拡大により、本市
経済の活性化、地域の発展を目指します。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 産業創出課 係　　名 商工観光係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

市内観光・物産情報の発信 市内観光イベントの支援及び市外観光イベントへの参加

市内観光・物産への問い合わせへのきめ細かな対応 観光物産協会への支援

観光関係の各種調査事務

成果指標
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18 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

まだまだ東温市の知名度は低いと考えます。
知名度アップのためには、観光キャラバンや各種イベントに積極的に参加し、ＰＲを継続する必要があります。
東温市イメージキャラクター「いのとん」も、大きな戦力であると考えますので、大いに活用して下さい。

二次評価者 産業創出課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

本市の認知度をＵＰさせるためには、市長自らのトップセールスによる観光ＰＲキャラバンはとても効果的であり、地域活性化に繋がる必要な事業
です。

有効性
観光ＰＲキャラバンを継続的に実施することにより、本市を知らない方々に、直接、本市の魅力を伝えることができるとともに、マスメディアにも取り
上げられることもあり、非常に有効です。

達成度
観光ＰＲキャラバンにより、あまり知られていない観光スポットや物産について周知することができており、多くの都道府県からの観光客が増加しつ
つあります。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,091 6,523 2,207
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一次評価者 商工観光係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

観光ＰＲキャラバン時に、市内の魅力ある観光スポットや物産を盛り込んだモデルコースを紹介するガイドブック等を作成する必要があります。
また、さくらの湯、坊っちゃん劇場、利楽などの誘客数を増やす仕組みが必要です。

効率性 広域観光連携推進協議会や本市観光物産協会と連携し、道後温泉に宿泊する観光客の本市へ回遊させる宣伝活動等を実施していきます。

改　革
計　画

中四国を中心に、本市の魅力を伝える観光ＰＲキャラバンを実施するとともに、インターネット等を活用した事業に取り組みます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 1,986 5,414 1,090

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.174 1,051 0.174 1,053 0.174 1,060

臨時職員工数・経費 0.030 55 0.030 56 0.030 56

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,174 4,561 1,090

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 商工

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 812 853 0

地方債 0 0

広域観光連携ＰＲ活動数 実施回数 回
3 3 3 3

3 3

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

観光ＰＲキャラバン活動数 実施回数 回
2 2 2 2

2 2

観光入込客数 観光客数 人

公的関与

089-964-4414 メールアドレス sangyososyutsu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）観光振興体制の確立

事業区分

事業の対象 県内外の観光客 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 ５ 観光・レクリエーションの振興

012 2007 事務事業名 観光宣伝事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的

本市の魅力ある観光地や特産品のＰＲを積極的に行い、認知度の
ＵＰを図り観光客の誘致に取り組み、交流人口の拡大の目指を目指
します。最終的には、定住人口の増加、地域経済の発展につながる
ように取り組みます。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 産業創出課 係　　名 商工観光係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

市長をトップとした観光ＰＲキャラバン隊を編成し、本市の観
光・物産のＰＲ活動を行います。

観光・物産宣伝用資材の作成

成果指標
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24 年度 ～ 24 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

効率性
全国へ本市の魅力を発信することで、観光客の増加を図ることは勿論、市民への東温市の魅力の再発見を促進することで郷土愛の醸成も図られ
ます。

必要性

二次評価で
の指摘事項

観光振興施策を推進するためには、財政面でも、この事業を積極的に利用することが必要と考えます。
積極的に、新たな事業を開発し取り組んで下さい。

二次評価者 産業創出課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

市内外を問わず、多くの方々に広く活用していただきます。また、ゆるキャラについては、各種イベントに積極的に参加し、本市のＰＲを行い、交
流人口の拡大に努めます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 0 7,891 3,418

本市の観光資源をＰＲし、交流人口を拡大させることにより、地域経済の活性化を図る必要があります。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
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Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 商工観光係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.250 1,524

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.250 469 0.100 188

有効性 達成度 効率性

有効性 本市の観光資源のＰＲをすることにより、本市に興味関心を持ち、訪れる人が多くなることは、地域活性化につながる大切な事業です。

達成度
市内の個々の観光施設は、市内外や県外からも多くの方が訪れるようになってきていますが、根本的な問題として、｢東温市｣の認知度ＵＰが急
務となっています。

当面の
課　題

今まで行政では気がつかなかった視点による素材を活用することで、全国の多くの人々に本市のＰＲをするとともに、市民にもふるさと東温の魅力
を再発見していただけるよう、発信していきます。また、ゆるキャラを活用して全国にＰＲすることで、まだまだ認知度が低い「東温市」をＰＲしていき
ます。

計(Ａ) 0 5,003 1,706

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.000 0 0.400 2,420

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 2,502 853

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 商工

直接事業費

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 2,501 853

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

指標設定に馴染まない

該当

事業の目的 最終的
観光情報の発信、観光客誘致、交流人口を拡大させ、
地域経済の活性化を図ります。

今年度
市内の観光資源を活用して東温市を訪れた方に効率的・効
果的に紹介し、新たな魅力の発信を行います。

活動内容

ゆるキャラ着ぐるみ作製 エコツーリズム・エコミュージアムガイドブック作製

ファッションバック、ポスター、エコーはがき作製

句碑・歌碑マップ作製

事業の対象 市内外全員 根拠法令

総合計画 政策目標 第４章 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 ５ 観光・レクリエーションの振興 主要施策

公的関与

089-964-4414 メールアドレス sangyososyutsu@city.toon.ehime.jp

事業期間

（１）観光振興体制の確立

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 産業創出課 係　　名 商工観光係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

012 2009 事務事業名 新ふるさと総合支援事業 細事務事業名

事業区分


